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新しい年を迎えて 
千葉県環境生活部循環型社会推進課長 能條 靖雄

令和２年の新春を迎え、（特

非）環境パートナーシップちば

の皆様におかれましては、ます

ます御清祥のことと心からお喜

び申し上げます。 

皆様には、日頃より、環境学

習や地球温暖化対策、循環型社

会づくりなど幅広い活動を実践

され、県の環境保全の推進に御協力いただいてお

り、厚くお礼申し上げます。 

また、エコメッセにつきましても、桑波田代表

理事をはじめ、皆様に御尽力をいただいておりま

す。昨年は「みんなで取り組むＳＤＧｓ」と題し、

出展者・来場者ともにＳＤＧｓについて考える場

となりました。県にとっても様々な主体との協働

の場として大切な催しであり、ともに発展し続け

ていけることを願っています。 

さて、昨年を振り返ると、プラスチックごみの

海洋流出や食品ロス、気候変動など、様々な環境

問題に焦点が当たった年となりました。県でも各

種施策を展開してこうした問題に取り組んでいる

ところですが、複雑・多様化する環境問題は行政

だけで解決できるものではありません。 

諸問題の解決を図るためには、事業者やＮＰＯ

など各主体が共通の認識をもち、一丸となって対

応していくことが必要であり、多様な主体を繋ぐ

皆様の取組は非常に重要です。今後ともお力添え

を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

終わりに、（特非）環境パートナーシップちばの

一層の御発展と、会員の皆様方の御健勝・御活躍

を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ

きます。

持続可能な社会づくりを自分ごとに！ 
特定非営利活動法人環境パートナーシップちば  

代表理事 桑波田 和子 

新年おめでとうございます。今年もどうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

令和元年度は、台風災害など千葉県内にも大き

な被害があり、今でも復旧が進んでいない状況が

あります。令和 2 年は、平和で穏やかな年に！と

願わずにいられません。  

昨年は、「SDGs を達成するための ESD 人材育

成事業」を主に、「ちば SDGs セミナー」「エコメ

ッセ 2019in ちば」「環境講座」など活動し、会

員はじめ多くの方のご協力、ご支援をいただきま

した。事業を通して新たな出会いもあり、今後の

事業展開につないでいきたいと思います。 

今年の干支は、庚子（かのえ・ね）年、「新しい

命が植物の種子の中に生まれた状態」だそうで、

「未来へ向かって何かが育ち始める年」とも言わ

れているようです。 

2015 年国連サミット（193 か国）で、2016

年 ～ 2030 年 ま で の 目 標 Sustainable 

Development Goals「SDGｓ」（持続可能な開発

目標）が決まり、目標に向け歩み始めている状況

です。最近はいろいろな場面で目にする機会が増

えましたが、まだまだ周知されていないのも現状

だと思います。持続可能な社会づくりへ向けて、

今までのやり方だけでなく、新たな視点を取り入

れる必要性を問われています。  

持続可能な社会は誰もが願っていること･･･そ

こには他人ごとでなく自分のこととして、できる

こと、行動することを強く進めなければ！と思い

ます。  

当会の目的は、環境活動の推進と充実を図るた

め、多様な主体とのパートナーシップのもと、「持

続可能な開発に向けた目標(SDGs)」や「持続可能

な開発のための教育(ESD)」の視点を意識して、

さらなる持続可能な社会の実現をめざす、です。  

この目的を実現するために、皆さまのご協力・

ご支援を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

第１３１号 

特定非営利活動法人  

   環境パートナーシップちば 

℡：090-8116-4633 

E-mail：info@kanpachiba.com 

https://kanpachiba.com/ 
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グリーンチャレンジデー２０１９に参加 
しろくまキッズ 廣田 由紀江 

令和元年 10 月 5、6 日の２日間、新宿御苑で

行われたグリーンチャレンジデー2019 に、こど

もエコクラブ「しろくまキッズ」でお手伝い参加

しました。環境省環境教育推進室ブースを運営し

ている ESD-J さんからのお誘いです。ガールス

カウトや大学生の方々も、スタッフとして参加さ

れていました。 

展示テーマは、「私が変わると、世界も変わる！」

エシカル消費に焦点をあて、私たちの買い物が、

野生生物や地球環境に影響をあたえつながってい

ることが学べるものでした。昨年はクラフト中心

でお手伝いをしたイメージでしたが、今年は学び

がパワーアップ！何にも考えずに参加したシロク

マメンバーたちですが、クラフトをお客さんに教

えながら、ガールスカウトのお姉さんの「クラフ

トの動物の窮状の説明」を何度も聞けて、おそら

く一番学べたことと思います。 

また、今回はサポーターのママたちも来てくれ、

その感想に嬉しくなりました。『プラスチックごみ

が、海を汚し海の中の生き物に悪影響を及ぼして

いることを知り、地球に住まわせてもらっている

ことへの感謝と、自然の生態系を守っていきたい

と感じました。親子で参加することで、今起こっ

ている問題や、今できることを一緒に考えるきっ

かけになりました。普段何も考えずに使っていた

プラスチックが、生き物や地球に悪い影響を与え

ていることを知り、自分でできることを考えるよ

うになりました。』 

こどもエコクラブ全国事務局さんも当日来てく

れたことも、心強くありがたかったです。企画運

営をされていた ESD-J の皆様には、大変お世話

になり心から感謝申し上げます。学びをありがと

うございました。 

 

 

ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 201９

2019 年 12 月 20・21 日（金・土）に国立オ

リンピック記念青少年総合センターを会場に開催

されました。主催は ESD 活動支援センター・文部

科学省・環境省、テーマは「SDGs を地域で達成

していくための人づくり：ESD for 2030 を見据

えて」でした。 

2019 年が ESD に関するグローバル・アクシ

ョン・プログラム（GAP）の最終年であり、GAP

後継プログラムが国際的に策定される年であるこ

とから、次のステップに進むための意見交換を中

心に開催されました。 

１日目セッション１で ESD の国際動向・国内動

向について文部科学省・環境省による発表で、ESD 

for 2030 国内実施に向けた今後の枠組みの共有

がされました。 

セッション２ パネルディスカッションでは、

SDGs を地域で達成していくための人づくりとそ

のためのネットワークのさらなる展開について、

教育委員会・学校・社会教育・自治体・企業の各

セクター代表による意見交換がなされました。こ

の中の意見で「学校と地域の連携で、大人を変え

るための学びを創れ！！」が心に残りました。 

セッション３では、地域で ESD を広め、深める

ための課題と工夫について、参加者全員（100 名

を超える大人数）が各セクターのグループ意見交

換をしました。 

２日目セッション４では、今回の目標である

「ESD for 2030」を見据えた ESD 推進のあり

方について、参加者全員が５テーマに分かれて意

見交換しました。テーマ：①新しい学習指導要領

をふまえ社会と進める ESD ②企業がめざす地域

における SDGs 人づくり ③ユースと共に進める

マルチステークホルダーの連携 ④体験活動を提

供する組織内の ESD 意識醸成 ⑤AI 等の技術革

新と教育・人材育成について考える。 

セッション５で２日間の全体分科会の共有と 

フォーラム 2019 成果の取りまとめが行われ、閉

会となりました。 

終了後には、「教員に役立つ！ESD 実戦の視点

からの SDGs 深掘りセミナー」が日本 ESD 学会

と ESD 活動推進センターが共同で開催されたこ

とは、2020 年に向けてつながる一歩となったと

考えました。       （文責：横山 清美）            
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ＥＳＤ地域リーダー育成事業 2019  

〜１期生ブラッシュアップ＆勉強会報告 
2020 年 1 月 20 日（月）の午後千葉市生涯学

習センター研修室にて、2018 年度の地域 ESD

リーダー１期生の津本純子さん、横山清美、川島

謙治さん、桑波田和子さん、小倉久子さんからプ

ログラムの実施報告がされました。欠席となった

手塚幸夫さんからは紙上報告をいただきました。 

報告後、２期生の多くの質問に１期生が答える

形と石井雅章さん（神田外語大学）のアドバイス

を受けて課題や解決策が検討され 1 部のブラッシ

ュアップの時間となりました。２期生にとっても

質疑応答によって良い学びの場となったようで、

この勉強会の成果があったと考えています。 

２部では、佐倉市内で中学校教諭や小学校長を

されていた古嶋美文さんによる講演「新学習指導

要領と印旛沼学習」を聴講しました。  

新学習指導要領については、ポイントとして、

児童生徒は何ができるようになるのか、何を学ぶ

のか（学ぶ対象）、どのように学ぶのか（学ぶ方

法）、方向性としてこれまでは「教師が教える」

スタイルから、これからは「児童生徒が学ぶ」ス

タイルが示されたとのご説明がありました。 

印旛沼（環境学習）を学校で扱うには、体系的

でない、資料不足、時間的制約が課題としてある

中で、①「何ができるようになるか」を明確に環

境への見方・考え方ができる能力②環境教育のカ

リキュラムマネージメントが容易に（教科横断的

カリキュラム）③「どのように学ぶのか」を明確

に（思考ツールを使ってアクティブラーニング）

を切り口として、環境学習を推進していく「印旛

沼環境学習指導案集」を作成していることを分か

りやすくお話していただき、出席者には貴重な学

びの時間をいただきました。 （文責：横山 清美） 

 

関東地方 ESD 活動支援センター 

第 2 回地域 ESD 拠点意見交換会 
ESD 活動支援センターでは、各地域で ESD の

取り組みを支援することで ESD 推進ネットワー

クを牽引する「地域 ESD 活動推進拠点」の登録を

呼びかけています。 

当会は 2019 年に登録をしました。現時点の登

録数は、全国で 109 団体、そのうち関東は 25 団

体です。関東地区は、栃木県、群馬県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、静

岡県の地域となります。 

その関東地区に登録している団体の意見交換会

が、令和 2 年 1 月 26 日（日）10:00～12:00 

東京ウイメンズプラザで行われ、当会も 3 名出席

しました。参加団体は 13 団体、スタッフとして、

環境省関東地方環境事務所、関東地方 ESD 活動支

援センターなど、総勢 40 名ほどでした。 

内容は、SDGs と ESD についての最近の状況の

説明、参加した地域 ESD 拠点の紹介後、1 時間ほ

どのワークショップでした。 

最近の状況では、「ESD for 2030」が 2019

年 12 月 19 日国連総会で採択されたとのことで

す。日本語訳はまだだそうですが、「ESD for 

2030」では、優先行動分野（①政策的支援 ②機

関包括型アプローチ ③教育者④ユース ⑤地域コ

ミュニティ）の下、様々なステークホルダーで構

成される 1 つの包括的ネットワークの構築や、優

先行動 5 分野のパートナーネットワークを超えた

横断的活動・協力の強化を推奨するとのことです。 

ワークショップでは、地域 ESD 活動推進拠点の

展開の可能性について意見を出し合いました。

SDGs や ESD の担い手不足、多職種、異分野と

の交流、学校との連携などの課題に対して、お互

いを理解し協働を進める、大人がこどもを育てる、

から、学校・ユースを巻き込んでこどもが主体に

なるよう、知る・学ぶから実践の場を、等があり

ました。ESD の拠点の PR に HP に掲載した、な

どの報告もあり、当会としてまだ不十分な点も多

く、参考になりました。 （文責：桑波田 和子） 
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いちはら市民大学 環境コースに参加して 
ここ数年、ＮＰＯ法人環境パートナーシップち

ばでは、いちはら市民大学 環境コースの一部を担

当していますが、そのうち「環境まちづくりワー

クショップ」（11 月 26 日、12 月 10 日）に、

私は今回初めて、グループワークのファシリテー

ターのサブとして参加しました。 

環境コースの目的は「未来に豊かな環境を受け

渡していくことは、現代に生きる私たちの使命で

す！（中略）身近なところからその解決方法を考

えるとともに、受講生同士で課題を検討する ワ

ークショップなどを経験し市民活動団体で活躍で

きる力をつけていきます。」とあり、カリキュラム

では市原市の環境施策と、地球規模の環境問題を

学びます。 

当団体の１コマ目、横山氏による授業「センス・

オブ・ワンダー 身近な環境への気づきから ボラ

ンティアと市民活動を考える」の導入に続いて、

ワークショップ形式で、この「センス・オブ・ワ

ンダー」を実践につなげるための行動計画を考え

てきます。 

ワークショップでは、受講生が４～５人ずつの

３つのグループにわかれ、各自の身近な地域での

環境に関する問題を共有し、解決に向けての行動

計画を作成する作業をしていきます。すでに今年

の 6 月から同じコースを受講していた仲間同士だ

ったせいか、私が参加したグループは和やかに 

ワークショップがスタート。間隔のあいた２日間

でしたが、あーでもない、こーでもないと、深く

「練る」作業ができました。 

ゴミ問題（２グループ）と子供の自然体験が  

テーマとして選ばれましたが、どのグループも、

実際の生活の中で感じ取った課題を自分たちの 

持っているスキルで仲間と協力し取り組める内容

で、とても現実的な行動計画になりました。ぜひ

これを実際の行動に進めてほしいと思いました。 

（文責：中村 明子） 

～プロントコーポレーション＆こどもエコクラブ～ 

大房岬自然公園災害復旧支援活動に参加 
しろくまキッズ 広田 由紀江 

令和元年 11 月 9 日(土)、プロントコーポレー

ション＆こどもエコクラブ全国事務局のコラボ企

画で「大房岬自然公園にお掃除ボランティア」に

参加しました。 

9 月の台風 15 号で、千葉県は大きな影響を受

け、中でも南房総は大変で、大房岬の被害は

facebook で見ていました。チェーンソーなんて

使えないし、折り重なる木を取り除くなんて大変

そう。子どもたちが出かけても、何かできること

はあるのかな？と心配でしたが、子どもたちにも

できることはたくさんありました！！ 

参加したしろくまキッズ関係は 17 人。熊手や

大きなちりとりを手に、落ち葉を集めたり、切り

落とされた枝を斜面に集めたり。なんだ、私でも

手伝えることがある！と嬉しくなりました。お掃

除をしたら、これまで隠れていた階段や道が現れ

て、達成感もひとしおでした。大人としては、子

どもたちに自然の猛威を感じてほしい気持ちが 

あったのですが、子どもたちは、葉っぱや枝の下

から現れる生き物に興味しんしんで、ヒキガエル

やカマキリが大人気！大きなムカデにびっくり！

カブトムシの幼虫を発見したり、豊かでたくまし

い自然を楽しんでくれたようでした。 

参加した 6 年男子の R くん。「お父さんが消防

士さんで、仕事でも個人的なボランティアでも災

害復旧の場に行っているのを見ていたので、自分

でも何かしたいと思って今回参加しました」と、

お母さんから聞きました。子どもの方がしっかり

してます。その後も、「またあったら行きたい！」

「疲れたけれど楽しかった！」というメンバーの

感想は今も続いています。千葉自然学校の皆さん、

こどもエコクラブ全国事務局さん、プロントコー

ポレーションさん、皆さんどうもありがとうござ

いました。 
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ユネスコスクール公開研究会 参加報告 
日時：令和元年 11 月 28 日（木） 

9：30～16：00 

会場：八千代市立大和田南小学校  

研究主題：学習の自立と共生～ESD の視点を踏ま

えて～ 

ユネスコスクールは、世界のこどもたちがつな

がり「知恵と行動」で小さな力を大きな力に変え

る学校で、平成 30 年度は 182 か国、約 11,500

校がユネスコスクールとして活動しているそうで、

千葉県では小学校 8 校だそうです。平成 30 年度

ユネスコスクールに加盟した、八千代市立大和田

南小学校（八千代市では第 1 号）の公開研究会に

参加してきました。 

研究会は、3 つの構成で展開されました。 

♦ ユネスコスクール実践発表会・授業展開 

（全学年・全クラス） 

♦ 全体会・講演会 

講演会「見方を変えると学びが変わる」 

～子供が元気になる ESD～  

講師：手島利夫氏（前江東区八名川小学校校長） 

 

♦ 分科会 

参加者は主に八千代市内の小学校の校長と先生

が多く、図書館や教育に関わる事業者もありまし

た。実践発表会は、児童が進行役を担い、学年ご

とに学んだことを簡潔に日本語と英語で伝え、会

場は元気で明るい活気ある雰囲気となりました。 

授業は生活科、社会科、総合的な学習などの教科

が主ですが、全教科を横断的に考えた「ESD カレ

ンダー」を基に実施されていました。 

校長のご挨拶に「2015 年国連サミットで、「誰

一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性（ほ

うせつせい）のある社会実現のため、2030 年を

年限とする 17 の国際目標を達成するためし、次

の社会の担い手であるこども達を育てていかなけ

ればなりません」とありました。 

当会では、SDGｓ達成のための ESD 担い手育

成事業を平成 30 年度から展開していますが、学

校の現場でも着実に進められているのは頼もしく

思いました。あらためて、社会教育として、NPO

や地域の支援も重要と思いました。 

（文責：桑波田 和子） 

Green Blue Education Forum コンクール 2019 

最終プレゼン大会に参加して 

11 月 30 日に標記のイベントに行ってきまし

た（以下、略して G.B.E.F）。G.B.E.F というのは

今年度から始まった新しいコンクールです。未来

の地球、日本を担う次世代層が考える「未来に、

守りたい、残したい自然や環境（緑・土・水）、創

っていきたい未来」について発信する、というも

ので、特徴は、応募者は次世代層（A 部門：大学

生等 25 歳まで、B 部門：中高生等 18 歳まで、C

部門：小学生等 12 歳まで）に限ることと、その

次世代層が自分たちだけで 3 分間の動画を作成し

て「想い」を表現することです。 

 最初にこのコンクールのことを聞いたときには、

若者たちがどんな動画を作るのか見当もつかなか

ったし、そもそも、そんなコンクールが成立する

のかと半信半疑だったので、最終プレゼン大会が

公開されると聞いて聴きに行ってみたのでした。 

 最終大会には、3 部門から 3 チームずつが選ば

れてきて、それぞれ応募した動画を基にしたプレ

ゼンを行いました。それぞれのチーム名は「タピ

る 2.0」のように、まずネーミングの段階から次

世代的でした。 

プレゼンのテーマは、それぞれ多様なものでし

たが、中でも（海洋）プラスチックごみを取り上

げたチームが多く目立ちました。 

本当にどのプレゼンも甲乙つけがたいすばらし

いもので、若い力に感動し、その可能性を想って、

うれしくなりました。審査員の間でも激論となり

選ぶのに苦労したそうです。結果的に、最優秀賞

のほかにいろいろな「特別賞」が授与されました。

応募の動画やプレゼン資料は G.B.E.F の HP

（ https://gb-ef.org/ ）に掲載されていますの

で、ぜひご覧になってください。 

このコンクールは 2020 年度も実施されるそう

なので、お知り合いの「次世代層」にご紹介くだ

さい。          （文責：小倉 久子） 
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エコプロ 2019 見学しました 
エコプロ 2019 は令和元年 12 月５日（木）か

ら 7 日（土）までの 3 日間東京ビックサイト西１

～４ホールで開催され、私は 12 月６日に見学し

てきました。 

広い会場はテーマゾーン別の出展が施され、そ

の規模は、515 社・団体で、全国各地からの企業・

行政・NPO・大学等沢山の出展者で盛大でした。

（当日の来場者数は報道によると 55,395 人） 

会場内を巡って次の２点を強く感じました。①

どこのブースからも SDGs の表示が発信されてい

ること。②プラスチックごみをテーマに扱った団

体が多かったこと。 

そうしたなかで、とあるプラスチック関連の 

ブースに足を運び商品のことを尋ねました。この

農業用資材は土の中で３か月経過すれば分解され

て自然界に帰ってゆくという画期的な商品だが、

現在のところ既存商品と比べ 3 倍もの値段格差が

あって市場競争では非常に辛酸しているというこ

とを知りました。 

また、環境省のブースをのぞいてみると「ミラ

イのクルマ」の展示に人盛り。セルローズナノ  

ファイバー等の次世代素材活用推進事業（木から

つくる自然なクルマ）で、次世代のクルマは CO₂

排出量を大幅に減らすための電動化と軽量化が必

要、そのため４年間のプロジェクト集大成として

コンセプトカーを試作したとのこと。（写真参照） 

各ブースには、学習の一環で来場されたとみら

れる小学校高学年の姿が多く、皆が一所懸命に質

問をしたりメモをとったりする姿に微笑ましさを

覚えました。 

10 代のこの子供たちが 10 年後の 2030 年に

なったときは、もう社会へ巣立って世の中を支え

る年代です、そのときは恋人同士がこの「ミライ

のクルマ」でシーサイドを疾走する姿も夢ではな

くなるでしょう。      （文責：萩原 耕作）

 

印旛沼開発 50 周年記念イベント 報告 
印旛沼流域圏交流会 小倉 久子 

2019 年 12 月 8 日に、独立行政法人水資源機

構 千葉用水総合管理所（大和田機場）で、印旛沼

開発 50 周年記念イベントが行われました。 

 敷地内にはテントが張られ、沼の水のユーザー

である印旛沼・鹿島川の両土地改良区の方たちが

中心になって、カミツキガメ展示（剥製と、生き

た亀も！）、餅つき、お雑煮販売、焼酎バーなど

で、イベントを盛り上げていました。また、施設

の見学ツアーや、機場のポンプを実際に動かす試

験放流も行われ、家族連れの来場者はいろいろ楽

しむことができました。 

私の一番の参加目的は、印旛沼開発工事の記録

映画「豊かな水」を観ることでした。50 年前の人

たちが、いかに苦労して、みんなのためを思って

印旛沼を水がめ化し、大和田機場の難工事を成し

遂げたかが、とてもよく分かりました。ただ、50

年後の現在は、というと、印旛沼は、そうバラ色

ではなくなっていて、水質、生態系のバランス劣

化など、50 年前には考え付かなかったいろいろな

問題が出てきているわけで、ちょっと複雑な気持

ちでした。 

敷地内の駐車場に、大きな台形に積み上げられた

茶色いものがありました。この秋の台風や大雨の

ときに機場に漂着したナガエツルノゲイトウです。

水資源機構の職員のみなさんが、不眠不休で、機

場に押し寄せて来るナガエを駆除しながら排水し

て、印旛沼の氾濫を食い止めた、ご苦労の象徴で

す。もう 1 か月以上経つので、だいぶ嵩が減って

いますが、実際にはこれは最後の山で、すでにこ

の 3 倍のナガエを処分したのだそうです。すごい

量でした。 

 お天気がよくて、とても楽しめたイベントでした。

水機構のみなさんのご苦労に感謝しながら帰途に

つきました。  

 詳しいことは「印旛沼流域圏交流会ブログ 

https://ameblo.jp/inbameeting/entry-1256

2038527.html 」をご覧ください。  

来場記念の特製ダムカード（レアものです） 
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県内の環境保全活動人（団体）紹介 — 54 —            

おききしました！ この人・この団体 
 

「ホタル舞うふるさとを受け継ぐ」 

八街市立八街北中学校科学部顧問 小松 和枝  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

私たちは八街北中学校科学部です。このたび、

公益社団法人日本環境教育フォーラム主催の「わ

たしの自然観察路コンクール・団体の部」で私た

ちの作品『天神谷津 ホタル舞うふるさと』が優

秀賞を頂きました。 

八街北中学校科学部が天神谷津でヘイケボタル

の保護活動をしている「ＮＰＯ富里のホタル」の

方々のお手伝いをするようになったのは７年前の

先輩方からです。八街北中学校の学区は富里市に

接していて、天神谷津へは自転車で行くことがで

きます。最初は片付けのお手伝いをするくらいだ

ったそうですが、今では日本で数少ない中学生の

ホタルガイドとして、７月中旬から半月ほど一般

の方をご案内するほどになりました。これもＮＰ

Ｏ富里のホタルの方々のご指導のおかげです。あ

りがとうございます。 

天神谷津ではヘイケボタルが自然発生していま

す。どこか別な場所でホタルを育てて放している

わけではありません。だから活動はすべて自然が

相手です。自然と戦うわけではありません。自然

との対話です。ＮＰＯの方々とどうしたらヘイケ

ボタルが多く発生する環境になるのか考えながら

活動します。 

と言っても 私たちはＮＰＯの方々のようにチ

ェーンソーを使って木を切ったり、草刈り機を使

っての活動はできないので、倒した木の枝を払っ

たり、刈り取った草を集めて燃やしたりといった

ようなお手伝いをします。天神谷津の活動は驚き

の連続です。大きな木が倒されるところを初めて

見ました。たき火をしたのも生まれて初めてです。

天神谷津では大きな声を出しても叱られません。

走り回っても注意されません。草むらを歩いてい

てカエルが飛び出すと春を感じます。ヘイケボタ

ルの天敵アメリカザリガニと戦う夏。稲穂が深々

とお辞儀する秋になり、日だまりをありがたく感

じるともうすぐ冬です。カレンダーでなく、目に

するもの、耳にするもの、手に触れるもので季節

を感じます。 

「里やま塾」のお手伝いもします。「里やま塾」

とは年に４回、ＮＰＯの会員の方々と野草を食べ

たり、田植えをしたりするイベントです。その１

つ「里やま塾・ホタル観賞の夕べ」のときに、八

街北中学校科学部の部員もホタルガイドをするの

です。これがなかなか大変です。ご説明がスラス

ラ言えなくてはいけませんし、質問にも答えなけ

ればいけないので１学期の定期テストが終わった

ら猛勉強・猛練習の日々が続きます。それでも一

般の方々をご案内するのは緊張します。前にも言

いましたが、天神谷津ではヘイケボタルが自然発

生しています。その年ホタルは現れるのか、谷津

のどこら辺に多く出てくるのかは発生してみない

と分かりません。だからヘイケボタルの美しい光

に出会えたときはとてもうれしいです。特に１年

生は初めてホタルを見る人もいて、ご案内しなが

ら自分たちが感動しています。 

そんな天神谷津は生き物がいっぱいです。その

生き物たちを紹介したのが、今回コンクールに出

品した作品です。天神谷津にいるのはヘイケボタ

ルだけではありません。千葉県の絶滅危惧種にな

っているニホンアカガエル、アマガエル、ヌマガ

エル、シュレーゲルアオガエルといった両生類。

２メートルはあろうかという天神谷津の主アオダ

イショウなどのは虫類。昆虫も数え切れないくら

い多くの種類がいます。去年の台風で天神谷津も

大変な被害を受けましたが、この自然は豊かな里

山とそれにかかわる人々が長い間積み上げた営み

によってもたらされたものです。これからもこの

ような環境を私たちの宝として、守っていきたい

と考えています。 

 

 

写真左から 

ホタルガイドの様子 

科学部の部員と賞状 

優秀賞のマップ 
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お問い合わせ 

事務局：〒262-0006 千葉市花見川区横戸台 21-13 特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば 

 Tel ： 090-8116-4633 

E-mail：info@kanpachiba.com 

https://kanpachiba.com/ 

※会費や会員申し込みなどの情報は上記 ＨＰでご確認ください。 

「特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば」 

環境活動の推進と充実を図るため、市民・団体・企業・行政・学校とのパートナーシップのもと、「持続

可能な開発に向けた目標(SDGs)」や「持続可能な開発のための教育(ESD)」の視点を意識して、さらなる

持続可能な社会の実現をめざすことを目的とする。 

運運運営営営委委委員員員会会会報報報告告告

よよりり 

お知らせ 

脱炭素チャレンジカップ2020 

日時:２月19日（水） 

場所:東京大学内伊藤謝恩ホール 

全国から選び抜かれた地球温暖化防止に取り組むフ
ァイナリスト28団体がそれぞれの成果をステージで 
披露し、各賞を競います。グランプリの栄誉に輝くのは
どの団体か、ぜひ会場でご覧ください。 

当日は、国立環境研究所の五箇先生による講演も
行われ、入場は無料です。 

※「低炭素杯」の名称を改め、「脱炭素チャレンジカッ
プ」となりました。 

詳しくはこちら 
https://www.zenkoku-net.org/teitansohai/ 

12 月運営委員会 

  日時 12 月 12 日（木）15:00～18:00 

  場所 船橋市民活動センター 
【報告】 
 ・SDGs 第 2 回公開セミナー11/16 47 名 
 ・第 3 回 ESD 地域リーダー育成事業 11/24 
 ・いちはら環境市民大学 11/12・26・12/10 
 ・1000 カ所ミニ集会 11/29 ・だより 130 号 
 ・地球環境基金要望書提出 ・その他 
【協議】 
 ・2020 年事業ちば環境再生基金 
    夏休み親子バスツアーは今回実施しない 
 ・2020 年総会 5/24 
 ・ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 

・地域ＥＳＤ拠点等の意見交換会＋関東ＥＳＤ推
進ネットワーク 1/26 

・環境教育関東ミーティング 2/29・3/1 
・ESD 地域リーダーブラシュアップ 1/20 
・ESD 育成リーダー発表会及びプラットホームづ

くり 2/3 ・だより 131 号 ・その他 

１月運営委員会 

  日時 1 月 9 日（木）15:00～18:00 

  場所 船橋市民活動センター 
【報告】 
 ・ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 2019 
  12/20・21 オリンピック記念青少年総合センター 

事業紹介パネルを展示 
【協議】 
 ・だより１３１号進捗状況確認  

・2018 年度 ESD 地域リーダーブラシュアップ 
 1/20 千葉市生涯学習センター 
・地域リーダー勉強会 1/16 
・ESD 地域リーダー発表会及びプラットホームづくり 
 2/3 千葉市文化センター 
・千葉市次期基本計画提言募集について 
・2020 年総会に向けて  

5/24 千葉市市民会館会議室 
 ・その他 

ちばアウトドアフォーラム 2020 
                     ～アウトドア×多様性～ 

日時:2020 年 3 月 17 日（水）～18 日（水） 

（1 泊 2 日、日帰り、両日とも日帰り・・可能） 

会場:南房総市大房岬自然の家、大房岬自然公園 

参加費用:1 泊 2 日 ￥7,000 円 

     日帰り ￥2,000 円 

（3/17,18 のどちらかに参加）  

         連日日帰り ￥3,000 円 

主催:ちばアウトドアフォーラム 2020 実行委員会 

申し込み:事務局:NPO 法人千葉自然学校内 

TEL:043-227-7103  


